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1．はじめに   

本稿では，大規模なラティスに対しても，高速  

に解析する文テンプレートハッシュ方式（好打Ⅰ）【1】  

によるパーザを使用した質問「応答システムについ  

て報告する．このシステムは，カーナビゲーション  

（以下カーナビ）タスクをモチーフとして，場所／  

区間に関する質問に対して回答し，ノートPC上で  

ほぼ実時間で動作している．   

2。文テンプレートハッシュ方式（B丁目）   
口語音声の不要語などの取り扱いが容易な音声  

認識方式として，指定したキーワードを抽出するワ  

ードスポッティング方式がある．その認識結果は抽  

出された単語（不正解のものを含む）をノードとす  

るグラフ形式（以後ラティス）で与えられる（図1）．  

そして，音声区間に発声されたキーワード列を推定  

し，発話内容を推定する．しかし，ラティスから生  

成可能な単語系列数が多くなると，受理可能な単語  

系列を選択する計算量が増加する問題があった．  

ルし，辞書に登銀されている各品詞について  

文中の出現箇所と，所属する文型の集合との  

対応関係を要素とする表．つまり，「ある品詞  

に属す単語が文中のある位置ひ匝序）にある  

ならば，その単語を採用した文はどの文型に  

所属しうるか」という記述を要素に持つ．   

mパーザは，ラティス上にある前方（図1で  

は左側）に接続されたノードから渡される受理可能  

な文型集合と，文テンプレートハッシュ辞書で得ら  

れる対象ノードを通過しうる文型集合の積集合を計  

算することによ▲り受理可能文型の絞り込みを行う．  

また，絞り込み結果を後方のノードに伝播し，後方  

のノードで同様の処理をするこ・とによって，更に絞  

り込みを進める．以上の絞り込み手続きを開始ノー  

ドから終了ノードに向けて進め1，終了ノードに伝  

播された文型が受理可能な文型の集合となる．受理  

可能な単語系列は得られた受理可能な文型をもとに  

ラティスをスキャンすることによって得られる．   

3．質問応答システム   

次に，mパーザを利用した質問一応答システ  

ムについて述べる．この質問応答システムは，カー  

ナビタスクをモチーフとして，場所／区間に関する  

質問を受け付けるものである．   

本システムの構成は，地図を表示し，経路を移  

動しながら現在地を更新するアプリケーションモジ  

ュール（図2）と，mパーザと問題解決器を含  

む対話モジューソh音声認識エンジンの大きく3 

類に分けられる．これらはすべて一台のノートPC  

上で動作している（図の．   

音声認識方式は，ワードスポッティング方式を  

採用している．基本的に自立語のキーワードを指定  

図1単語ラティス  

m【1】は，高速なラティス解析方式であり，そ  

の特徴的な構成として，文型辞書，文テンプレート  

ハッシュ辞書が挙げられる．  

文型辞書：受理可能な品詞系列と文型IDとを記述  

文テンプレートハッシュ辞書：文型辞書をコンパイ  
1開始ノードからは全ての文型が伝播される  
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し，認識結果のワードラティスをmパーザで解  

析する．そして，受理可能な単語系列と対応する文  

型をもとに各候補に対応するクエリを生成する．  

ており，より口語的な発話も受理可能なものとなっ  

ている．対話例は次のようになる．  

Ul：出口はどこ．  

Sl：出口は西宮インター叶  

U2：目的地までどれくらい．  

S2：現在地から目的地までについてお尋ねですづヽ  

U3：はい．  

S3：現在地からポートタワーまでの距離はおよそ  

30km，45分程度かかります．   

図2 アプリケーション画面例  
システムは，PC（CPU：馳血ⅦnⅡ266M馳）  

上で，概ね約2秒以内（音声認識約1秒，認識  

結果解析・問題解決約1秒）で返答する．  

図3 カーナビ質問一応答システム  

音声認識結果は唆昧性を持つため，受理可能な  

単語系列も複数存在する．このため，複数の侯繍単  

語列を考慮して問題解決し，回答内容を決定する．  

具体的には，認識スコアに加えて問題解決時にヒュ  

ーリスティックによるスコアリングを加味し，意味  

的スコア調整の処理を行う．また，回答時に解析結  

果のスコアが低い場合には確認の問い返しを行う．   

本システムは，ドメイン／タスク汎用性を保つ  

ために，ドメイン／タスクに固有であると考えられ  

る発話意図理解や，問題解汎応答生成は，意図変  

換テンプレート，問題解決スクリプト，応答生成テ  

ンプレートを準備し，それぞれインタプリタを介し  

て問題解決手続き，応答文生成を実行する（図㊥．   

本システムが受理する文法は卜場所を現す場所  

句文型と，場所／区間について問い合わせる文型か  

ら．なる2．文法は，倒置文型などを考慮して作られ  

対話制御部  

図4 対話部のモジュール構成   

4．まとめ   

mパーザを利用した質問一応答システムを試  

作した．本システム楓カーナビをタスクとし場覿  

区間に関する質問を受理するものである．本システ  

ムをノートPC上で動作させた結果，概ね約2秒以  

内で返答することを確認した．   

今後の課題として，対話履歴を用いた省略棟急  

参照同定処理の導入が挙げられる．  
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